
 

校 長  渋 谷 憲 一 温かな関わりが育む「心ひらく強さ」 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

１０月１０日（土）の学習発表会では、全校児童１１名に対し、 
予想を超える多数のご家族・地域の方々にご観覧いただきました。 
自分たちよりはるかに多い観客を前にして、子どもたちは精一杯 
の表現を披露しました。 

そんなドキドキの舞台を支えたのは、練習をご指導いただき、 
当日も会場に駆けつけていただいたダンスチーム CHIBI UNITY 
（チビユニティ）や演劇講師の菊地清大さんを含む会場の皆様からの励ましです。拍手や手拍
子、時折目が合った際のうなずきなど、どれほど子どもたちに勇気を与えてくださったことで
しょう。学習発表会だけではなく、たくさんのご家族・地域の方々から、いつも子どもたちが

温かく支えられていることに、あらためまして深くお礼申し上げます。 
 

学習発表会での思い出を胸に、多度志小学校のたった一人の一年生が、 
この度、一已小学校に転出していきました。 
元気いっぱいの彼女は、４月に入学して以来、本校のかけがえのない 

一員でした。いつもみんなと活発に過ごし、一人での授業も、学習発表 
会のステージでも、前向きな笑顔で周囲を明るく盛り上げてくれました。 

そんな彼女も、全校児童２５０人を超える学校に転校するのですから、実はかなり緊張して
いたようです。しかし、つい先日、機会があって再会した彼女に、向こうの学校のことを尋ね
ると、「楽しいよ！友達も増えた！」と、なんとも頼もしい返事が返ってきました。 
大人数の学校に行っても明るく過ごせる彼女のパワーに、胸が熱くなりました。もちろん、

担任が一人でも活動できるよう丁寧に寄り添ってきた指導の成果もあります。また、遠隔授業
や全校活動、学校外の方との連携などで、多くの人と交流する場面も増やしてきました。 
そして、何より彼女の背中を力強く押したのは、幼い時から一緒に過ごしてきた子ども

たち、ご家族、地域の温かい関わりに支えられてきたことではないでしょうか。揺るぎな
い関わりの中で育ってきたからこそ、新しく出会った相手にも心を開くことができる。それこ
そが、多度志の子の強さなのだと、あらためて感慨を強くしました。 

 
一年生だけではありません。多度志小学校の子どもたちは、いずれ 

全員が体験したことのない大人数の中学校へ進学することになります。 
出会いに開かれている子たちではありますが、これまで以上に大規模 
の学習活動や集団生活を想定した指導・支援を続けていくことが大切 
です。学校全体として、どんな相手に対しても、互いの考えや気持ちを尊重し合い、より
よい関係をつくり上げていくことを、あらゆる活動を通して教えてまいります。  
引き続き、ご家庭・地域の皆様のご理解・ご支援をお願いいたします。 

《学校教育目標》 
『自ら学び たくましく生きぬく 子ども』 
〇自ら学び 最後までやりとげる子ども （知） 
〇よさを認め合い、助け合う子ども （徳） 
〇進んで体をきたえ、健康や安全に気をつける子ども（体） 

 
【発行日】 令和８年（２０２６年）１０月３０日 

一年生の子は、これまで数々の作品コンクールでたくさん受賞しました。 
おめでとう！これからも多度志小学校全員で、ずっと応援しています！ 

 

□ 深川市交通安全ポスターコンクール 最優秀賞 
□ 北海道歯・口の健康に関するポスターコンクール 銀賞 
□ 空知学校図書館読書感想文コンクール 金賞 
□ 深川市「ふるさと川柳」 入選 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校ホームページを週１回更新しています。「学校からのお知らせ」として子どもたち 

の様子や活動を紹介していますので、ぜひご覧ください。 

ＱＲコードよりみな様の貴重な声をぜひ届けてください 

！ 

 

１１月の行事予定 

学級の担任が変わりました 
転出のため、1年生学級が欠学となりました。それにともない、１年生の担任だった教諭が３・４年生

学級の担任となります。これまで３・４年生の担任を兼務していた教頭は、本来の教頭業務に専念しま
す。年度途中での担任の交代となりますが、全職員で全校児童の成長を支えていく多度志小学校の指導方
針は、これまでと何ら変わることはありません。１０名の子どもたちが明るく快活に過ごせるよう、引き続
きご家庭・地域との連携をお願いいたします。 

 

 

  

1 2 3 4 5 6

11 水 放課後教室⑦ A 5 5 5 5 15:05

12 木 A 6 6 6 6 15:15

13 金 B 4 4 4 4 12:35

14 土 北Ｐ連研究大会兼子育て研修会

15 日

16 月 A 5 5 5 5 14:25

17 火 C 6 6 6 6 15:00

18 水 後期児童会③ A 6 6 6 6 15:15

19 木 栄養教諭による食育指導 B 5 5 5 5 13:55

20 金 C 5 6 6 6 14:10 15:00

日 曜 学校行事 日課
指導時数

下校時間 （SB発車時刻）

1 2 3 4 5 6

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火 C 6 6 6 6 15:00

25 水 クラブ⑥ A 6 6 6 6 15:15

26 木 A 6 6 6 6 15:15

27 金 D 5 6 6 6 13:45 14:35

28 土

29 日

30 月 A 5 5 5 5 14:25

日 曜 学校行事 日課
指導時数

下校時間 （SB発車時刻）

全国学力・学習状況調査の結果について～児童質問紙調査編～ 
前回に引き続き、６年生を対象に４月に実施した全国学力・学習状況調査における生活習慣や学習環境等

に関する質問紙調査の結果をお伝えいたします。（一部抜粋） 
本校では、対象児童が少ないので、そのまま学校全体の傾向とすることも難しいのですが、どのように中

学校進学へつなげていくかという点でも、重要な結果と捉えています。友達や先生との関係も良く、伸び伸
びと過ごしている面はそのままに、引き続き、全校的に学習に向かう姿勢の大切さを伝えていきます。 

【望ましい傾向の項目～児童が肯定的に回答している】 

〇 毎日、同じくらいの時刻に起きている。 
〇 将来の夢や目標を持っている。 
○ 友達関係に満足している。 
○ 友達との間で話し合いを通して、考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりすることができる。 
〇 学級で話し合い、互いの意見の良さを生かして、よりよい解決方法を決めている。 
○ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 
○ 人の役に立つ人間になりたいと思う。 
〇 幸せな気持ちで過ごしている。 
〇 先生は、あなたのよいところを認めてくれている。 
〇 先生は、間違えや分からないところを、分かるまで教えてくれる。 
〇 タブレットなどの ICT 機器で、情報を集めたり、文章を書いたり、プレゼンテーションしたりすることができる。 
 色付きの項目は、昨年度の本校児童と比べて肯定的回答率が向上した内容です。 

【改善すべき傾向の項目～児童が否定的に回答している】 

● 朝食を毎日食べている。 
● 学校の授業時間以外に、１日当たり１時間以上、勉強をする。 
● 学校の授業時間以外に、読書をする。 
● 学校での悩みについて家族と話をする。 
● 国語の授業は好きで得意。 
● 算数の授業は好きで得意。 
● 算数の授業内容はよく分かる。 
 色付きの項目は、昨年度の本校児童と比べて肯定的回答率が低下した内容です。 

 
特産物をつかった調理体験学習で、多度志の味覚を満喫！ 
１０月 2６日(月)に、多度志の特産品ばかりを集めて調理する体験学習を行い 

いました。今年は、笹だんごと、多度志で採れた野菜を材料としたキーマカレー 
の２種類の料理に挑戦。さらに、新そばも提供され、親子そろって多度志の名物 
をお腹いっぱいにいただきました。郷土ならではの体験学習の機会を提供いただ 
いた JA きたそらち、農産物加工部会、ご家庭の皆様に感謝申し上げます。 

1 2 3 4 5 6

1 日

2 月 A 5 5 5 5 14:25

3 火 文化の日

4 水 放課後教室⑥ A 5 5 5 5 15:05

5 木
租税教室（５・６年生）
北空知小中学校合同作品展(～11/5）
多度志小学校統合に関する説明会

A 6 6 6 6 15:15

6 金 C 5 6 6 6 14:10 15:00

7 土

8 日

9 月 A 5 5 5 5 14:25

10 火
朝会集会⑥
英語deトライ（5・6年生：一已小)

C 6 6 6 6 15:35

学校行事 日課 下校時間 （SB発車時刻）日 曜
指導時数


